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総輸入元：                                 

㍿テクノプロモーション 

千葉県柏市十余二 313-640 
Tel. 04-7135-7707 Fax. 04-7135-7706 
e-mail: info@technopromotion.co.jp 
http://www.technopromotion.co.jp 

販売店： 

スムースな外壁及びフロア用デジタル印刷用糊付きフィルム 
 

 
 耐水性のある糊ですので、湿気にさらされる室内のスムースな面だけでなく、短期屋外用としてもご使用頂けます。

特にタイルや磨かれた石のような滑らかな床や壁に施工するために開発されました。最大の利点は両面 PE コート付

の離型紙なのでフィルムを剥がす際に長くかかりがちな時間を大幅に節約出来ます。他製品には見られない、とても

ユニークな製品でカスを残すことなく剥がす事が出来ます。 
 
 その他、製品についてもっと詳しくお知りになりたい方は下記までご連絡下さい：   
 Email: info@technopromotion.co.jp   Tel: 04-7135-7707 

 

  
 
 
 
 

フィルム：  ポリエステル/塩ビ混合 
 
厚み：  150 ミクロン 
 
糊：  アクリル系透明感圧糊 – 耐水 平米塗布量： ~ 40 g/m² 
 
離型紙：  両面 PE コーティング付シリコンペーパー 平米重量： ~ 144 g/m² 
  
 
総厚：  320 ミクロン 
 

   
 
 

粘着力：  施工直後（スチール上） ~ 7 N/25 mm 
(ASTMD-903) 
 
寸法精度：  アルミ板に施工 
 70 °C 48 時間後 
 (25 x 25 cm)  最大－0.45 % 
 
耐化学性：  24 時間のテストにてほとんど石化油脂、グリース、溶剤、酸、アルカリに耐える 
 
可燃性：  アルミ板に貼って 自己鎮火. 
 
温度：  施工温度：  最低 10°C 
 使用温度：  －30 °C ~ 最高+70 °C 
 
耐候年数：  上にかかる負荷にもよりますが、中部ヨーロッパの平均的な気候をベースに ASLAN MP 300 又は

ASLAN MP 326 との組み合わせで 6 ヶ月。 
 

製品詳細 

特長 
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印刷：     フィルムは溶剤、エコソル、UV 硬化インク及びラテックスインクでデジタルプリント、

および、スクリーン印刷によるプリントが可能です。  
  印刷を摩擦や摩耗から保護し、耐スリップ性を高めるためにフロアグラフィックラミネ

ートフィルム ASLAN MP 300 又は ASLAN MP 326 で保護して下さい。ラミネートする

前にインクは少なくとも 48 時間乾燥されていること。 
 
施工：     WrapTheFloor ASLAN DFP 47 はスムースな面への施工のみで、凸凹した面への施工に

は適していません。  
  フロアグラフィックスラミネートフィルムは重ねる事なく施工しなくてはなりません。  
  フィルム施工温度は少なくても 10-15 ° C で 、乾燥させ固定させますが、72 時間以内に

温度が著しく下がってはいけません。フィルムが端から剥離することを防ぐために、丸

みを帯びたコーナーにすることをお勧めします。 
 

 施工する面の素材や状況は千差万別ですので、本施工の前にまずテストを行って下さ

い。  
 

再剥離：   WrapTheFloor ASLAN DFP 47 は施工後 6 ヶ月までは問題なく剥がす事が出来ます。 
 

光沢：  ロールのコア付近には表面がマットになっている場合があります。シリコンペーパーの

後部である為、表面がマットになっていますが、少し経つと消えてなくなります。 
 
保管寿命：  施工前のフィルムは生産日より最低１年保管出来ます。フィルムは室温 15℃～25℃で、

湿度 50%～60%以内で保管されていなければなりません。ロール面に現れる圧力点など

を避ける為、ロールは立てて保管するか、オリジナル梱包箱のコアホルダーで紙管を抑

えて圧力がかからないように保管して下さい。 
 

ユーザーガイド 

作成： 2013 年 10 月 全ての技術的なデータとアドバイスはメーカーの経験と慎重なテストに基づいています。 

製品の使用に当たっては、使用目的にあっているかどうかのテストはユーザー様の責任 

において行ってください。 
 
製品の仕様は事前の予告なしに変更される場合がありますので、ご了承下さい 


